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1) 適⽤⾞種の概要：
2010年9⽉1⽇以降に製作され、⼀型式当たりの年間販売台数が2,000台を超え、ガ

燃料 ⾞定 ⾞ ⾞ 総ソリン⼜はLPGを燃料とする乗⾞定員10⼈以下の乗⽤⾞⼜は⾞両総重量3.5トン以下
の⾞並びに軽⾃動⾞（⼆輪除く）

輸⼊⾞への適⽤時期輸⼊⾞への適⽤時期
2013.4.12013.4.1

2) 適⽤時期の概要：
2013.12013.1

降 売分

対象とはならない

6月以内

2013.4.1以降販売分は
対象となる

6月以内

対象となる

★4⽉以降の対応に向けて、
今まさに準備を⾏っています !

実際の販売期間
告⽰の対象となる販売期間

対象となる
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告⽰の対象となる販売期間
点検整備情報の提供実施時期
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当組合会員各社は、「J-OBDⅡを活⽤した点検整備に係る
情報の取扱指針（平成23年国⼟交通省告⽰第196号）」に基情報の取扱指針（平成23年国⼟交通省告⽰第196号）」に基
づき平成25年4⽉から適⽤となる⾃動⾞について必要な情報
を提供する準備を着実に進めており 実施期限（同年9⽉末を提供する準備を着実に進めており、実施期限（同年9⽉末
）までに提供を実現できる⾒通し

対象⾃動⾞製作者数 び型式数(1) 対象⾃動⾞製作者数及び型式数
6社及び約30型式

(2) 情報提供の⽅法
本社サーバからWeb経由で提供される情報を開⽰

3

2012年12月4日（火） 日本自動車輸入組合 (JAIA)



2012年12⽉4⽇（⽕） ⾃動⾞整備技術の⾼度化検討会（第6回）

輸⼊⾞の適切な整備には、点検整備情報の提供に加えて、

① 整備⼠ (各輸⼊⾞メーカーの⾞毎に必要な知識に精通）
② 専⽤コンピ タ（詳細デ タベ ス付きの整備実施状況② 専⽤コンピュータ（詳細データベース付きの整備実施状況

診断、整備実施内容記録等の機能を有し、価格は簡易診断
機器の50〜100倍と⾼額）機器の50〜100倍と⾼額）

③ 専⽤⼯具
の整備実施環境が必要
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 この整備実施環境には⾼額の投資が必要
部品交換 調整等が終了後 ⾞両の損耗状況を反映させるた 部品交換、調整等が終了後、⾞両の損耗状況を反映させるた
めのキャリブレーションを⾏い、そのデータを専⽤コンピュ

タ経由で⾞載コンピュ タに記録しないと整備は完了せずータ経由で⾞載コンピュータに記録しないと整備は完了せず
、故障警報は点灯を継続
国産⾞の整備はユニット交換⽅式が多く必要な整備技術がほ 国産⾞の整備はユニット交換⽅式が多く必要な整備技術がほ
ぼ同じであるのに対し、輸⼊⾞はメーカーによって考え⽅や
作り⽅が違うので 整備⽅法や部品構成が異なり 専⾨的な作り⽅が違うので、整備⽅法や部品構成が異なり、専⾨的な
知識が必要
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 情報提供により不確実な整備が⾏われ、そのような場合には
ディーラ⼯場での追加整備が必要、ディ ラ⼯場での追加整備が必要

 ⾃動⾞使⽤者に追加の費⽤負担が発⽣すると同時に、ディー
ラにも⼤きな負担が発⽣ラにも⼤きな負担が発⽣

 当組合会員の置かれている厳しい現状を勘案すれば、ディー
ラ⼯場以外に適切な整備実施環境を作ることは不可能

 不適切な整備実施環境にある者に情報提供のみを先⾏して実
施した場合、整備ミス発⽣のおそれ

 整備ミスが発⽣した場合、その法的責任が当組合会員に及ぶ
おそれ
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２．国際化への対応 

日本自動車工業会 

 

②自動車メーカーにおける輸出車用スキャンツールについて 

②-1. 輸出地域別 法規と整備情報提供の規定 

地域 法規 
整備関連情報の提供義務規定 

整備要領書等 汎用 ST 開発情報 専用外部診断機 

日本 J-OBDⅡ ○ ○ （○） 

北米 EPA ○ ○ ○ 

南米 －    

欧州 Euro5/6 ○ ○ ○ 

中近東 －    

アフリカ －    

アジア －    

大洋州 －    

中国 －    

 

②-2. メーカー別／輸出地域別 整備情報の提供状況 

メーカー 地域 
整備情報の提供 

整備要領書等 汎用 ST 開発情報 専用外部診断機

乗用 

2 社 

サンプ

ル 

調査 

日本 ○ ○ （○） H25.4～ 

北米 ○ ○ ○ 

南米 ○   

欧州 ○ ○ ○ 

中近東 ○   

アフリカ ○   

アジア ○   

大洋州 ○   

中国 ○   

 

②-3. 正規輸出車の整備情報における現状把握での考察 

輸出先の諸外国には、整備要領書が提供されていることから、通常の点検整備に

は対応できていると推測できる。なお、北米／欧州以外の輸出国には、メーカー専用

スキャンツールおよび、汎用スキャンツール開発情報が提供されていないが、スキャン

ツールを必要とする故障診断作業が発生した場合でも、現地ディーラーに依頼するこ

とで整備専業者も対応できていると考えられる。 

現状では、法規定が無い中での情報提供は、提供の範囲（燃料・重量、等）が明確

でなく、検討すること自体が困難である。 

今後としては、現在検討されている「WP29」や「WWH-OBD」等の国際的な技術基準

策定の方向性を確認しながら、対応の必要性を判断していくことが必要と考えられる。 


